
フックリビール簡単ガイド

お使いになる前に、、、

電源は、直流12V～17Vで稼働します。家庭用コンセントに繋ぐと一瞬で内部回路を焼損するだけでなく、

火災の原因となり大変危険です。絶対に家庭用コンセントに繋がないでください。

準備

● マイクロSDカードは、下図のようにカードスロットに差し込んでください。

● 電源線、振動子のコネクターを本体に差し込む時は、凹凸を合わせてからしっかり奥まで差し込みます。

2本目のラインを目安にしてください。差し込みが浅いと、電源が入らない。魚探が映らない。といった

症状が現れます。

振動子の差込み口

電源線の差込み口

凹凸を合わせるとリブは真上を向きます。

この状態で、2本目のラインまで差し込みます。
差し込みが浅すぎます。

操作

❶ 電源を入れます。赤〇が電源ボタンです。

電源ボタンは、画面の明るさをロータリーで変えるスイッチにもなって

います。使用中に画面が暗くなったら、電源ボタンを何回か押すと、明るく

なります。

5インチ・7インチモデルは、

本体のサイドにスロットが

あります。

9インチモデルは、本体の

正面ボタン下にスロットが

あります。

❷ 電源を入れるとロゴが現れ、【警告】画面になります。

右下の『同意する』が青くなっている状態でエンターキーを押します。青〇がエンターキーです。

エンターキーは、各種設定の確定ボタンとし

て機能します。



【デバイスの登録画面】は、『後で知らせてください』を選択。

❸ 操作盤左上にあるページキーを押して、ホーム画面に移動します。黄〇がページキーです。

まず、左上の『設定』にカーソルを合わせて

エンターキーを押します。

❹ 使用する振動子を選択します。

ページキーを押せば、いつでもホーム画面に戻ることができます。ここから任意の画面に移動します。

Settings画面に入り、左の一覧から『ソナー』を選択。

さらに右欄の『Transducer』を選択し、エンターキーを押

します。

振動子の一覧が表示されます。使用する振動子を選択して

ください。

フックリビールは振動子を自動認識することができません。必ず、正しい振動子が選択してください。

選択が間違っていると、正しく映りません。

トリプルショット振動子 ➡ 『TripleShot』

HDI 83/200振動子 ➡ 『HDI M/H-9』

HDI 50/200振動子 ➡ 『HDI L/H-9』

スプリットショット振動子 ➡ 『SplitShot』

【デバイスの構成】は、『閉じる』を選択。

操作盤(◀▲▼▶)でカーソルを合わせて、エンターキーを押します。



【ソナー】を選んでみます。

❺ ページキーでホーム画面に戻り、任意の画面を選びます。

画面を分割している時は、茶色の枠で

囲った方の画面を操作できます。

ソナー画面に枠があることを確認して、

【システムコントロール】パネルを開いて

ください。

操作盤(◀▲▼▶)で選択し、エンターキーを押します。

振動子が水に浸かっている状態で、解除してください。

振動子の空打ちは、本体損傷の原因となります。

『ソナーを停止』の上部がオレンジになっている時は、

ソナーの発信が停止されています。

『ソナーを停止』にカーソルを合わせてエンターを押

すと、オレンジが消えます。これで発信停止が解除さ

れます。

エンターキー左の【X】ボタンを押すと、【システムコントロール】パネルが閉じて、元の画面に戻ります。

❻ 真っ白な画面に【停止】と表示されます。

ダウンスキャンやサイドスキャンも同様に、

【停止】とだけ表示されます。

振動子の発信が停止されているためです。発信を解除します。

❼ 上記の画面の状態で、電源ボタンを一度短押しし、【システムコントロール】パネルを開きます。

以上が、基本の設定です。

正常に動かない、映らない、画面が暗い。と思ったら、

まずは準備～操作の手順を1点1点確認ください。

細かい設定やお問合せ、ご質問は、購入された販売店へ

お尋ねください。


